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◇あとがき◇
　ある学会の学術集会の準備をしています。
COVID-19感染症による社会の変化により，製
薬会社や医療機器メーカーの学術集会への協力
は大変難しいものとなってきています。製薬会
社は学会のランチョンセミナーよりもWeb講
演会でより多くの聴講者を得ることができるこ
とを経験しました。学術集会への援助は企業の
社会貢献という意味合いよりも，費用対効果が
求められるようになってきました。一方，学術
集会の開催にあたっては，事前登録，Web配信，
リモート参加，オンデマンド配信が学会員から
求められるようになっており，学術集会会場だ
けの開催と比較してより多く必要となっていま
す。学術集会は貴重な経験の共有，日々の診療
の成果の発表，新しい研究の報告など，診療の
経験，質の向上に重要な役割をもっています。
また，学会員同士や他領域，多職種の方々との
交流も大切な要素です。その学術集会が今後も
存続していくためにはさまざまな改革・改善が
必要となるであろうことは論をまちません。そ
の筆頭にあげられるのは経費の削減です。それ
と同時に学会からの援助の増加と参加費の値上
げが必要になると思います。その際には若手の
学会員が参加しやすいような取り組みがあるこ
とが望ましいでしょう。
　今号の特集は「教科書にない最新情報」とし
ました。学術論文は日々世界から発表されてい
ます。その内容は玉石混淆ですが，なかには将
来，教科書に載るような内容も含まれていま
す。エキスパートの先生方に国内外の文献とガ
イドラインから，最新情報をまとめていただき
ました。非常に興味深い内容となったと自負し
ております。わたくしも腸重積の稿を書きまし
たが，執筆にあたって最新の情報を収集すると
COVID-19に関連した論文が多くありました。
COVID-19感染症が流行した時期には腸重積症
の発生は半分に減少しました。この要因を人々
の行動制限により COVID-19以外の感染症が減
少したためとし，これによりなんらかの伝染性
疾患が腸重積症の原因であるという仮説が支持
されると考察されています。
　ぜひ本誌を熟読していただき，最新の情報に
触れて今後の診療の糧にしていただければ幸い
です。
 （浮山越史）
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